
（1） 会報誌　第32号 令和４年６月１日

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

と
な
り
、
新
し
い
生
活
様

式
が
強
い
ら
れ
る
中
、
雪

つ
ば
き
会
の
会
員
の
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
十
七
年
か
ら
二
年

生
の
選
択
科
目
と
し
て
日

本
文
化
（
生
け
花
）
の
授

業
を
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
毎
年
約
二
〇
名
以
上
の
学
生
さ
ん

が
小
原
流
生
け
花
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。
私
の
授
業
で
は
、
お
花
の

活
け
方
を
習
得
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
植
物
と
向
き
合
っ
て
完
成

さ
せ
た
作
品
を
み
る
心
を
伝
え
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
自
然
に
咲
く
木
々

や
草
花
を
見
る
だ
け
で
、
心
が
癒
さ
れ
る
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
生
け
花
の
作
品
に
は
、
不
思
議
と
そ
の
人
の
気
持
ち
や
性

格
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
心
に
ゆ

と
り
が
持
て
る
よ
う
に
生
け
花
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
潟
短
期
大
学
で
は
、
お
花
好
き
の
人
た
ち
が
集
ま
る
華
道
部
が
あ
り

ま
す
。
毎
年
、
浜
浦
祭
で
は
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
前
の
ロ
ビ
ー
に
生
け
花

を
展
示
し
て
、
皆
様
に
見
て
頂
い
た
り
、
新
潟
生
命
歯
学
部
が
運
営
し

て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
利
用
者
の
方
々
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
年
、
華
道
部
に
所
属
し
て
い
た
卒
業
生
か
ら
、
里
帰
り
出
産
で

新
潟
に
来
て
い
る
の
で
華
道
部
に
参
加
し
た
い
と
連
絡
を
も
ら
い
ま
し

た
が
部
活
動
も
制
限
さ
れ
、
そ
れ
も
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、「
無
事
に
出
産
し
ま
し
た
。」
と
言
う
嬉
し
い
お
知
ら
せ
と
、

可
愛
い
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
が
届
き
ま
し
た
。

　

命
の
尊
さ
と
世
界
の
平
和
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学　
　

佐
　
藤
　
律
　
子

平
穏
な
日
々
に
感
謝
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令和４年６月１日 会報誌　第32号 （4）

④�

令
和
４
年
１
月
13
日
㈭
〜
21
日
㈮

　

メ
ー
ル
会
議　

出
席
理
事
：
11
名

⑤�

令
和
４
年
３
月
７
日
㈪

　

メ
ー
ル
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

⑶�

役
員
会
の
開
催
（
年
２
回
）

　

※�

中
止（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

　

令
和
３
年
７
月
４
日
㈰

　

令
和
４
年
３
月
13
日
㈰

主
な
審
議
事
項

　

・
校
友
会
組
織
に
つ
い
て	

　

・
令
和
３
年
度
研
修
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

・�

校
友
会
だ
よ
り
の
Ｈ
Ｐ
上
で
の
発
行
に

つ
い
て

　

・
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

・�

令
和
３
年
度
総
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

の
開
催
に
つ
い
て

　

・
令
和
４
年
度
研
修
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

・
令
和
４
年
度
総
会
に
つ
い
て

⑶
役
員
会

　

※�

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

　

期
日
・
会
場

①
令
和
３
年
７
月
４
日
㈰

②
令
和
４
年
３
月
13
日
㈰

２
．
研
修
会

　

※�

中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

令
和
３
年
度　

事
業
経
過
報
告

１
．
会
議

⑴
総
会　

※�

書
面
表
決　

Ｈ
Ｐ
上
で
開
催

　
　
　
　
　

�（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
）

　

期
日
：�

令
和
４
年
２
月
21
日
㈪

�

〜
３
月
７
日
㈪

　
　
　
　

※�

３
月
７
日
㈪

　
　
　
　
　

書
面
表
決
の
ハ
ガ
キ
必
着

　

会
員
総
数　

１
，９
６
９
人

　
（
令
和
４
年
２
月
現
在
）

　

内
不
明
者
５
５
６
人

　

議
題
：
第
１
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度 

事
業
経
過
報
告

　
　
　
　

第
２
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度 

収
支
決
算
報
告

　
　
　
　

第
３
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
４
年
度 

事
業
計
画
案

　
　
　
　

第
４
号
議
案

　
　
　
　
　

令
和
４
年
度 

予
算
案

　
　
　
　

第
５
号
議
案

　
　
　
　
　

校
友
会
新
役
員
の
選
出

　
　
　
　

そ
の
他

⑵
理
事
会

　

期
日
・
会
場

①
令
和
３
年
４
月
11
日
㈪
中
止

②�

令
和
３
年
６
月
28
日
㈪
短
大
３
号
館
２
Ｆ

会
議
室　

出
席
理
事
：
７
名

③
令
和
３
年
９
月
６
日
㈪
中
止

令
和
三
年
度
（
第
三
十
二
回
）

令
和
三
年
度
（
第
三
十
二
回
）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
校
友
会
総
会

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
校
友
会
総
会



（5） 会報誌　第32号 令和４年６月１日

３
．
広
報
活
動

　

次
の
内
容
に
よ
り
、
新
潟
短
期
大
学
校
友

会
活
動
の
認
識
と
周
知
活
動
に
努
め
た
。

①�
会
報
「
校
友
会
だ
よ
り
」
を
、
令
和
３
年

６
月
に
校
友
会
Ｈ
Ｐ
上
に
掲
載
し
た
。

②�

校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
発
信
し

た
。

４
．
校
友
会
新
会
員
加
入

　

組
織
の
拡
大
強
化
と
歯
科
衛
生
士
の
職
業

の
地
位
向
上
確
立
の
た
め
、
令
和
４
年
１
月

26
日
㈬
に
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
三

年
生
の
校
友
会
加
入
お
よ
び
活
動
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

令
和
４
年
度　

事
業
計
画
案

１
．
事
業
内
容

⑴
研
修
会
開
催
事
業

　

※
未
定

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

よ
り
、
状
況
に
合
わ
せ
て
開
催
を
検
討
す
る
。

①
中
止

②
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

③
対
面
開
催

④�

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

　

決
ま
り
次
第
、
校
友
会
Ｈ
Ｐ
等
で
報
告

す
る
。

⑵
広
報
活
動
事
業

　

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
の
現
在

の
様
子
・
会
の
動
き
・
保
健
医
療
を
取
り
巻

く
社
会
の
動
向
や
視
点
等
に
つ
い
て
情
報
提

供
す
る
た
め
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
を
発
信
し
、
年
１
回
の
会
報
「
雪
つ
ば
き

だ
よ
り
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
行
す
る

（
令
和
４
年
６
月
）。

⑶
組
織
拡
大
強
化

　

新
卒
業
生
の
会
員
加
入
を
案
内
す
る
。（
令

和
５
年
１
月
）

２
．
諸
会
議

⑴
総
会
の
開
催
（
年
１
回
）

　

※
対
面
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
予
定

　

令
和
５
年
３
月
12
日
㈰

　

令
和
４
年
度
事
業
決
算
報
告
総
会

⑵�

理
事
会
の
開
催
（
年
４
回
）

　

※
対
面
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
予
定

　

令
和
４
年
４
月
11
日
㈪

　

令
和
４
年
６
月
27
日
㈪

　

令
和
４
年
９
月
５
日
㈪

　

令
和
５
年
３
月
６
日
㈪

⑶�

役
員
会
の
開
催
（
年
２
回
）

　

※
対
面
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
予
定

　

令
和
４
年
７
月
３
日
㈰

　

令
和
５
年
３
月
12
日
㈰

令和３年度　決算
〈令和３年度収入〉

決　算 前年予算 増　減 備　考
1.事業活動収入
①会費収入 ¥	 580,000 ¥	 580,000 ¥	 0
　新入会員会費
 （￥10000×56名）
②事業収入 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　受講料収入 ¥	 0 
③雑収入 ¥	 60,056 ¥	 60,052 ¥	 4
　受取利息収入 ¥	 56 東京三菱UFJ銀行
　広告収入
 （¥15,000×4社） ¥	 60,000 

事業活動収入合計 ¥	 640,056 ¥	 640,052 ¥	 4
前年繰り越し ¥	6,420,830 
収入会計A ¥	7,060,886 

〈令和３年度支出〉
決　算 前年予算 増　減 備　考

2.事業活動支出
①事業費支出 ¥	 461,063 ¥	 618,169 △¥	157,106
　旅費交通費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　通信運搬費支出 ¥	 221,169 ¥	 221,169 ¥	 0 総会葉書代（今年度は総会中止）
　消耗品費支出 ¥	 954 ¥	 6,000 △¥	 5,046
　印刷製本費支出 ¥	 38,940 ¥	 140,000 △¥	101,060 雪つばきだよりデータ作成
　諸謝金支出 ¥	 0 ¥	 50,000 △¥	 50,000
　校友会周年事業積立 ¥	 200,000 ¥	 200,000 ¥	 0 
　雑支出 ¥	 0 ¥	 1,000 △¥	 1,000
②管理費支出 ¥	 407,330 ¥	 280,500 ¥	 126,830
　会議費支出 ¥	 407,330 ¥	 280,500 ¥	 0 サラト　データ整備・会員本登録
　交際費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　旅費交通費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　消耗品費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　貸借料支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
　雑支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0
支出会計B ¥	 868,393 ¥	 898,669 △¥	 30,276
次年繰り越し（Ａ−Ｂ）＝¥6,192,493

令和４年度　予算案
〈令和４年度収入〉

科　目 予算額 前年予算 増　減 備　考
1.事業活動収入
①会費収入 ¥	 550,000 ¥	 580,000 △¥	 30,000
　新入会員会費
（￥10000×55名）
②事業収入 ¥	 60,000 ¥	 60,000 ¥	 0
　受講料収入
（￥2000×30名）
③雑収入 ¥	 60,000 ¥	 60,054 △¥	 54
　広告収入
（￥15,000×4社）
事業活動収入計 ¥	 670,000 ¥	 700,054 △¥	 30,054
前年繰り越し ¥	6,420,830 
収入合計 ¥	7,090,830

〈令和４年度支出〉
科　目 予算額 前年予算 増　減 備　考

2.事業活動支出
①事業費支出 ¥	 637,000 ¥	 618,169 ¥	 18,831
　旅費交通費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
　通信運搬費支出 ¥	 240,000 ¥	 221,169 ¥	 18,831 総会葉書代
　消耗品費支出 ¥	 6,000 ¥	 6,000 ¥	 0 
　印刷製本費支出 ¥	 140,000 ¥	 140,000 ¥	 0 雪つばきだより印刷代
　諸謝金支出 ¥	 50,000 ¥	 50,000 ¥	 0 
　校友会周年事業積立 ¥	 200,000 ¥	 200,000 ¥	 0 
　雑支出 ¥	 1,000 ¥	 1,000 ¥	 0
②管理費支出 ¥	 120,000 ¥	 280,500 △¥	160,500
　会議費支出 ¥	 120,000 ¥	 280,500 △¥	160,500 サラト年間契約費
　交際費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
　旅費交通費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
　消耗品費支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
　貸借料支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
　雑支出 ¥	 0 ¥	 0 ¥	 0 
支出合計 ¥	 757,000 ¥	 898,669 △¥	141,669
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令
和
四
年
度
　
役
　
員
　
紹
　
介

会

長
　
吉
富
　
美
和

副
会
長
　
坂
井
　
由
紀

副
会
長
　
宮
崎
　
晶
子

監

査
　
小
林
　
恵
子

監

査
　
土
田
江
見
子

会
計
理
事
　
鈴
木
　
明
子

会
計
理
事
　
桐
生
　
雅
恵

会
計
委
員
　
古
厩
か
お
り

会
計
委
員
　
佐
々
木
典
子

会
計
委
員
　
筒
井
　
紀
子

会
計
委
員
　
星
　
　
美
幸

会
計
委
員
　
平
野
　
真
澄

庶
務
理
事
　
煤
賀
　
美
緒

庶
務
理
事
　
松
田
　
知
子

庶
務
委
員
　
平
野
　
恵
実

庶
務
委
員
　
岩
野
　
貴
子

庶
務
委
員
　
嵐
　
　
聖
芽

事
業
理
事
　
相
方
　
恭
子

事
業
理
事
　
菊
地
ひ
と
み

事
業
委
員
　
佐
藤
　
治
美

事
業
委
員
　
笹
川
　
美
和

事
業
委
員
　
遠
山
麻
衣
子

事
業
委
員
　
岡
田
　
優
香

事
業
委
員
　
高
井
　
楽
々

編
集
理
事
　
土
田
　
智
子

編
集
理
事
　
畠
　
由
美
子

編
集
委
員
　
澤
田
　
佳
世

編
集
委
員
　
元
井
　
志
保

編
集
委
員
　
加
藤
茉
友
子

編
集
委
員
　
諸
田
　
聖
佳

編
集
委
員
　
萱
中
　
夢
乃

回
生

幹
事
名

１
吉
富　

美
和

永
田　

智
子

二
瓶　

美
和

島
田
か
お
り

２
鈴
木　

明
子

林　
　

智
子

３
山
田
千
賀
子

後
藤　

好
子

４
皆
沢　

麻
美

中
野　

荘
子

本
間　

晶
恵

５
小
林　

恵
子

中
村
祐
美
子

松
井
奈
緒
美

６
宮
崎　

晶
子

熊
坂　

智
子

中
林　

孝
子

青
木　

朋
子

７
高
橋　

明
恵

石
井　

直
子

石
黒
佐
江
子

桜
井　

恭
子

８
澤
田　

佳
世

長
谷
川
陽
子

佐
久
間
陽
子

回
生

幹
事
名

９
佐
藤　

治
美

佐
々
木
典
子

高
橋　

祥
子

石
川
可
奈
子

繁
野　

真
樹

⓾
畠　

由
美
子

片
野　

志
保

渡
辺　

理
恵

⓫
松
田　

知
子

生
田
千
香
子

村
瀬　

麻
里

中
村　
　

文

⓬
坂
井　

由
紀

相
方　

恭
子

土
田
江
見
子

土
田
江
里
子

太
田　

裕
美

高
瀬　
　

恵

⓭
安
藤　

愛
美

岡
田　

里
美

⓮
岩
野　

貴
子

佐
脇　

祥
代

石
津　

優
子

岡
部　

野
衣

⓯
松
木　

奈
美

浜
浦
久
美
子

安
達
さ
お
り

回
生

幹
事
名

⓰
土
田　

智
子

平
野　

恵
実

伊
藤　

知
子

平
田　

誓
子

吉
田
い
ず
み

⓱
筒
井　

紀
子

古
厩
か
お
り

杉
浦　
　

慈

小
林　

幸
世

平
野　

真
弓

⓲
星　
　

美
幸

久
保
田
奈
々

木
村　

知
佳

巌　

理
恵
子

⓳
笹
川　

美
和

川
崎　

美
紀

元
井　

志
保

板
垣　
　

愛

⓴
柿
原　

裕
美

石
月
絵
里
子

千
葉　

愛
美

㉑
木
全　

祐
香

鎌
倉　

沙
弥

渡
辺　

理
美

相
馬
あ
ゆ
み

萬
歳
麻
希
子

三
浦　

綾
子

回
生

幹
事
名

㉒
菊
地
ひ
と
み

大
澤
え
り
子

梁　
　

由
美

㉓
三
富　

世
理

山
際　

清
香

原　
　

彩
香

㉔
桐
生　

雅
恵

岡
部　

文
乃

今
成　

麻
美

成
本　

麻
美

吉
原　

香
織

㉕
煤
賀　

美
緒

阿
部　

瑞
恵

佐
藤　

玲
子

若
月　

真
実

㉖
生
田
沙
也
香

酒
井　

優
奈

冨
田　

紗
綾

㉗
後
藤　

彩
乃

隅
田　

朋
香

関
根
智
奈
美

㉘
五
十
田
友
理
恵

加
藤　

玲
奈

相
馬　

有
紗

29
品
田　

里
穂

菅
井　

沙
織

遠
山
麻
衣
子

島
村
結
岐
乃

回
生

幹
事
名

30
五
十
嵐
香
織

小
林　

由
真

布
川　
　

蒔

31
池
田
真
奈
美

吉
田　

杏
奈

丸
田　

彩
乃

32
井
川　
　

愛

岡
部　

未
来

成
田　

美
穂

岡
田　

優
香

33
大
竹
茉
友
子

平
野　

真
澄

湯
本　

真
央

34
嵐　
　

聖
芽

佐
藤　
　

郁

諸
田　

聖
佳

35
相
模
結
里
恵

萱
中　

夢
乃

高
井　
　

幸

高
井　

楽
々

36
田
辺　

菜
月

時
田　

実
河

松
岡　

萌
衣

37
相
澤
萌
々
子

榎　
　

志
佳

古
澤　
　

歩

（
役
員
（
太
字
）、
幹
事
は
以
下
の
通
り
）

第
37
回
生
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会
員
の
声

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

37
回
生　

相
澤
萌
々
子

　

私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
目
指
し
て
い
た
歯
科

衛
生
士
に
な
る
た
め
に
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短

期
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
す
ぐ
始
ま
っ
た
勉
強
で
は
、
今
ま
で

の
勉
強
と
被
る
内
容
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
慣
れ
な

い
教
科
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
元
々
興
味

の
あ
る
分
野
だ
っ
た
た
め
、
楽
し
く
学
べ
る
教
科

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
所
属

し
て
、
普
段
か
ら
友
人
と
練
習
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
流
行
す
る
前
だ
っ
た
た
め
、
大
会
の
た

め
に
県
外
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
歯
学
部

の
友
人
や
先
輩
と
関
わ
る
こ
と
も
で
き
、
楽
し
く

過
ご
せ
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
る
と
、
対
面
授
業

を
受
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
友
人
と
も
ほ
と

ん
ど
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

状
態
の
ま
ま
始
ま
っ
た
病
院
実
習
で
は
、
あ
ま
り

話
し
た
こ
と
の
な
い
友
人
と
同
じ
班
に
な
り
、
私

た
ち
の
学
年
はO

SCE

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、

と
に
か
く
不
安
だ
ら
け
で
し
た
。
で
す
が
、
先
生

や
研
修
医
の
方
、
歯
学
部
の
方
に
様
々
な
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
班
の
友
人
と
も
す
ぐ
に
打
ち

解
け
て
協
力
し
合
い
、
一
年
間
で
本
当
に
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
歯
科

衛
生
士
っ
て
楽
し
そ
う
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
た
ら
か
っ
こ
い
い
な
と
い
う
漠
然
と

し
た
憧
れ
で
し
た
が
、
病
院
実
習
を
経
て
、
様
々

な
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
歯
科
衛
生
士
の
重
要
性
や
、
患
者

さ
ん
に
直
接
関
わ
れ
る
歯
科
衛
生
士
と
い
う
職
業

の
魅
力
を
知
り
、
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
て
良
か
っ

た
と
心
か
ら
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
生

の
後
半
は
、
ひ
た
す
ら
国
家
試
験
に
向
け
て
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。
苦
し
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
友
人
と
協
力
し
て
語
呂
合
わ
せ
を
作
っ
た
り

し
な
が
ら
何
と
か
乗
り
越
え
、
無
事
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
で
一
番
勉
強
を
し
た

と
、
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

　

こ
の
三
年
間
の
勉
強
や
実
習
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
こ
と
は
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
、
専
攻
生
と
し
て
よ
り
専
門
的
な
技
術
や
知

識
を
身
に
つ
け
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
、
歯

科
衛
生
士
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き
る

一
年
に
し
た
い
で
す
。

感
謝
の
日
々

37
回
生　

榎　
　

志
佳

　

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
で
の
学
生
生
活

は
周
り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
充
実
し
た
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
講
義
や
実
習
を
通
し
て
、
様
々
な

方
と
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

一
年
生
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
を
通
し
て
専

門
的
な
知
識
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
仲
間
と
共

に
勉
強
を
し
た
り
、
た
く
さ
ん
笑
い
な
が
ら
お
昼

を
食
べ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
日
々
を
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。

　

二
年
生
な
る
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
に
な
り
ま
し
た
。
交
流
の
機

会
が
減
り
、
気
持
ち
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、SN

S

を
活
用
し
、
工
夫
し
て
生

活
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
当
た
り
前
の
よ

う
な
生
活
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
大
切
な
時
間

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
少
し
落
ち
着
き
、
病
院
で
の
実
習
で

は
、
ア
シ
ス
ト
の
流
れ
や
患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
学
ぶ
こ
と
や
考
え
る
機
会
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
班
の
仲
間
と
１
年
間
助
け
合
い
な
が

ら
過
ご
し
て
い
き
ま
し
た
。
質
問
に
対
し
て
細
か

く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
親
身
に
寄
り
添
っ

て
く
だ
さ
っ
た
歯
科
衛
生
士
の
方
々
の
お
か
げ
で

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

患
者
さ
ん
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉

に
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
受
験
生
に
な
り
国
家
試
験
に
向
け
て

の
勉
強
が
本
格
的
に
な
り
ま
し
た
。
焦
り
や
不
安

を
感
じ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
諦
め
ず
に
最
後
ま

で
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
頑
張
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
共
に
国
家
試
験
向
か
う
仲
間
の
存

在
や
ど
ん
な
時
も
応
援
し
て
く
れ
た
家
族
、
気
に

か
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。
一
人

で
は
絶
対
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
壁
で
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
頃
に
歯
科
衛
生
士
と
い
う
夢
を
持
ち
、

迷
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
夢
を
実
現
で
き
た

こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
人
の
心
に
寄
り
添
え

る
歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
最

後
に
私
の
学
生
生
活
は
素
敵
な
方
々
に
支
え
て
い

た
だ
き
、
感
謝
の
日
々
で
し
た
。

三
年
間
を
振
り
返
っ
て

37
回
生　

古
澤　
　

歩

　

私
が
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
多
く
の
経
験
を
し
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
学

生
生
活
で
し
た
。

　

入
学
後
、
友
人
が
で
き
る
か
と
て
も
不
安
で
し

た
が
座
学
や
実
習
を
通
し
て
少
し
ず
つ
仲
良
く
な

る
こ
と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
授
業

で
は
、
聞
い
た
こ
と
の
な
い
単
語
ば
か
り
で
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
先
生
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
何
度

も
繰
り
返
し
勉
強
し
ま
し
た
。

　

二
年
生
の
後
期
か
ら
、
一
年
間
の
病
院
実
習
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
使
用
す
る
器
具
や
術

式
の
通
り
に
動
く
こ
と
が
で
き
ず
不
安
と
焦
り
を

感
じ
る
事
が
多
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
術
式
が
通

常
と
は
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
焦
っ
て
し
ま
い
ミ
ス

を
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
週

報
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
徐
々
に
器
具
や

術
式
を
理
解
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に

お
い
て
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
病

院
の
衛
生
士
さ
ん
や
歯
科
医
師
に
質
問
し
理
解
す

る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
病
院
実
習
で
は
、
実
習
班

の
仲
間
に
も
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
実

習
で
嬉
し
か
っ
た
事
や
大
変
だ
っ
た
事
、
悩
み
事

を
共
有
し
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
う
事
で
一
年
間

の
実
習
を
終
え
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
病

院
実
習
を
通
し
て
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
の
多
く

の
技
術
だ
け
で
な
く
、
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
後
期
か
ら
は
、
国
家
試
験
の
勉
強
が

始
ま
り
ま
し
た
。
友
人
と
問
題
を
出
し
合
っ
た
り

教
え
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り
、

五
カ
月
間
の
国
家
試
験
勉
強
を
乗
り
越
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

短
大
で
の
三
年
間
の
学
生
生
活
は
、
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
短
大
の
先
生
、
友
人

な
ど
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
の
お
か
げ

で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
向
上
心
を
持
っ
て
立
派
な
歯
科
衛
生
士
に
な
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　

昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄

さ
れ
、
新
潟
短
期
大
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
開

始
し
た
学
年
が
は
や
く
も
最
終
学
年
を
迎
え
る
年
と

な
り
ま
し
た
。
様
々
な
変
化
を
経
て
、
こ
う
し
て
ゆ

き
つ
ば
き
便
り
を
無
事
に
発
行
で
き
た
こ
と
に
安
堵

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
例
年
通
り
に
紙
媒

体
で
発
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
授
業
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
や
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
進
歩
し
て
い

く
中
、
会
員
の
皆
様
の
手
に
直
接
お
渡
し
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
二
年
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、今
年
度
は
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
か
ら

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　

一
日
で
も
早
く
穏
や
か
な
日
常
が
戻
る
よ
う
に

と
願
い
を
込
め
て
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

（
編
集　

土
田
智
子
）


